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症候性脳放射線壊死に対する核医学的診断とベバシズマブの静脈内投与による治療 
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 研究要旨 
脳腫瘍患者に対する放射線治療後に生じた症候性脳放射線壊死に対
して抗 VEGF 抗体であるベバシズマブの投与を行い、その有効性と安
全性を検証する多施設間共同研究に参加した。 

 

   
Ａ．研究目的 
脳腫瘍放射線治療後に生じた症候性脳放射
線壊死の治療におけるベバシズマブの臨床
効果を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
大阪医大を中心とする多施設間共同研究体
制に入り、策定されたプロトコールに乗っ
取り、同意を得た患者にベバシズマブによ
る治療を施行し、患者のフォローアップを
行った。 
 
（倫理面への配慮） 
  臨床研究プロトコールは木沢記念病院の
倫理委員会によって審議され承認済みであ
る。患者には十分な説明を行い、同意を書
面で得た後に研究参加していただいた。 
 
 
Ｃ．研究結果 
合計9名の患者を登録した。 
以下にその症例の簡単な経過を示す。 
 
KAV01（65歳、男性、転移性脳腫瘍（肺癌）
（ガンマナイフH23/9/2）） 
 H24/3/5よりベバシズマブ治療開始。放射
線壊死に対する効果良好。その後も放射線
壊死、腫瘍ともに再発認めない。H26年6月
の時点で経過良好。その後他院で加療継続。
以後経過不明。 
 
KAV02（72歳、女性、OD（手術H13/12月） 
 H24/3/26よりベバシズマブ治療開始。。
放射線壊死に対する効果良好なるも、H25
年6月の画像で遠隔部再発を認む。その後他
院で加療継続。以後経過不明。 
 
KAV03（65歳、男性、GBM（手術H23/3/22）） 
 H24/4/2よりベバシズマブ治療開始。放射
線壊死に対する効果良好なるも、その後、
腫瘍再発。再発腫瘍により同年10/31死亡。 
 

 KAV04（38歳、女性、GBM（手術H22/2/23）） 
 H24/4/16よりベバシズマブ治療開始。放射
線壊死に対する効果良好なるも、H26年8月
の画像で局所再発を認む。同年9月の時点で
経過良好。その後他院で加療継続。以後経過
不明。 
 
KAV05（66歳、女性、GBM（手術H22/11/26）） 
 H24/5/21よりベバシズマブ治療開始。放射
線壊死に対する効果良好なるも、同年8月の
画像で遠隔部再発を認む。その後再発腫瘍に
より状態悪化。同年12月の時点で他院入院加
療中。その後の経過不明。 
 
KAV06（54歳、男性、AA（手術H21/4/15）） 
 H24/5/28よりベバシズマブ治療開始。放射
線壊死に対する効果良好。その後も放射線壊
死、腫瘍ともに再発認めず。外来にて経過観
察中。 
 
KAV07（44歳、女性、GBM（手術H23/10/26）） 
 H24/6/4よりベバシズマブ治療開始。放射
線壊死に対する効果良好なるも、H26年４月
に腫瘍再発。再発腫瘍により同年8/4死亡。 
 
KAV08（41歳、女性、AO（手術H22/4/6）） 
 H24/7/2よりベバシズマブ治療開始。放射
線壊死に対する効果良好。その後も放射線壊
死、腫瘍ともに再発認めず。外来にて経過観
察中。 
 
KAV09（73歳、女性、GBM（手術H24/3/28）） 
 H24/12/10よりベバシズマブ治療開始。放
射線壊死に対する効果良好。その後も放射線
壊死、腫瘍ともに再発認めないが、脳浮腫は
軽減せず。H26年4月の時点で他院入院加療
中。その後の経過不明。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｄ．考察 
本臨床試験は症候性脳放射線壊死の治療
として適切な治療効果が得られた。また、
大きな副作用は認めなかった。 
 
Ｅ．結論 
今後本臨床試験の結果を集計し、統計処理
を行い、薬事承認に備えたい。 
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